
 

 

            

 

今日は始業式の日。新２・３年生にとって今年度初めての登

校です。昇降口を見ると何やら黒山の人だかり。それもそのは

ず、新２年生はクラス替えがあり、入り口にある名簿に皆くぎ

付けになっていました。しかし、クラスは決まったものの朝の

ＨＲでも他の先生が連絡に来るだけで、担任らしい先生の姿が

ありません。新しく赴任された先生はどんな先生かという期待

もあわせて想像が膨らむ中で、始業式が始まりました。 

親任式では５人の先生が新しく本校にお見えになり、生徒の

皆さんも期待のこもった表情で、代表の先生のお話を聞いて

いました。そのあと、校長講話があり（内容は裏面）、続いて

担任の先生の紹介になりました。特に新２年の正副担任の紹

介の時は、『エ～』と意外そうな顔をする人、『やった』と嬉

しそうな顔をする人、さまざまでした。本校の先生方は生徒

諸君のことを一番に考え、時には寄り添い、時には叱咤激励

をしてくれる素晴らしい先生ばかりです。どの担任の先生に

なってもそれはご縁というもの。出会いの機会を大切に、前

向きに新生活に臨んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
困ったお話（その 32）  （わけのわからない物体） 
 

新年度を迎え、校長室の書類整理をしている。机の上を片付けていると、『コロコロ』。何かが床に転がりだ

した。手に取ると直径１㎝弱の黒い硬い素材のものだ。中がくぼんでいる。もちろん見たことがないので、い

ろいろな道具に合わせてみた。サインペンの底×、毛筆ペンの底×、パソコンや電話機のすべり止め×、など

色々試したが合わない。この調子で１時間かけて身の回りのすべての道具をしらみつぶしに点検したが、異常

はなかった。 

残った可能性は一つ。私だ。 

もしかしたら宇宙人が寝ている間に私の部屋に忍び込み、頭の中にこれを埋めこまれ

たかもしれない。さっきくしゃみをしたので飛び出した？ 頭が軽くなった気もする。 

 もしそうだったら、私の心の中の情報をＵＦОに送信したり、私を操っていたかもし

れない。わ～、困った。これは恥ずかしいことになった。穴があったら入りたい。 

 このことで胸がいっぱいになり、問題の物体は机の上に置いておいた。☞ 

数日後。気がついたらいつの間にか物体はなくなっていた。 

妻に報告したらこう言われた。  「大丈夫。これ以上バカになりようがないから。」 （裏面に続く） 
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職名 氏名 前任校など

地歴公民 教諭 佐藤
サトウ

　光雄
ミツオ

上田千曲高校（定時）

数学 教諭 伊藤
イトウ

　満大
ミツヒロ

長野西高校（望月サテ）

理科 教諭 北沢
きたざわ

　美紗紀
みさき

上田千曲高校

芸術（音楽） 教諭 宮澤
ミヤザワ

　雅希
マサキ

蓼科高校（育休）

養護 養護教諭 栁澤　愛子
ヤナギサワ　アイコ

上田染谷丘高校

　 教科
令和３年度　新任の先生

転
　
　
入

新クラスの発表にドキドキ 

新しい先生の紹介でみんなワクワク 



                 （４月６日(火) 始業式講話より） 

 

学期始業式校長講話 

令和３年４月６日 

 

みなさんこんにちは。年度が明け、４月になり新しい学期のスタートです。この体育館の横の中庭に

行くと桜が満開で、すでに春爛漫の蓼科高校です。 

まずは、３年生、２年生、それぞれ進級おめでとうございます。 

 ３年生は高校生活最後の年になります。高校生活最後の強歩大会、高校生活最後のポプラ祭、といっ

た具合に、一つ一つの行事に「高校生活最後の」という前置きがつきます。また、今年度中には、それ

ぞれ高校卒業後の進路先が決定します。３年の１学期の成績や出席状況は特に大事です。１年生・２年

生のときの成績や出席状況はもはや変えることはできませんが、これから始まる新年度の成績や出席状

況は努力次第でどうにでもなります。希望する進路を実現できるかどうか。もちろん教職員も全力でサ

ポートしますが、試験や面接を代わりに受けることはできませんから、一番大切なのは皆さんのやる気

です。ぜひ、一人ひとり自分の努力で進路希望を実現してほしいと願っています。 

 

 ２年生は、クラスも変わりましたね。前向きな気持ちで心を一新してみましょう。２年生はつい１年

前に入学したと思ったら、多くの部活動では、早ければ５月中に３年生が引退し、その後を引き継い

で、最上級学年として新入生を引っ張っていかなければなりません。最大行事の修学旅行もあります。

秋には生徒会を引き継ぎます。その頃には、３年に向けた準備も本格化します。中だるみの学年などと

言われて時間があるような気がしているかもしれませんが、意外と時間が少ない学年です。心して毎日

の生活を送ってください。 

 新型コロナの状況も予断を許しませんが、この１年で経験上わかってきたことがあります。学校での

感染症対策をしっかり行えば、必要以上に恐れることはないということです。 

みなさんは、落ち着いて行動し学校生活を送ってください。 

 

 さて、皆さんは今年度の目標は決めましたか？今まで私は蓼科高校を良い学校にしましょう、そのた

めには皆さん一人一人の心がけ次第で、例えば、挨拶をする、自主トレーニングをする、目についたご

みを拾う、など毎日一つでいいから、実践してみましょうと話しています。その積み重ねが大きな成果

を生みます。目標の達成や夢の実現につながります。自分の学校に誇りがもてるようになります。 

ところで、一昨日の４月４日、水泳の東京オリンピック選考会で、白血病からの長期療養から復帰し

た池江璃花子選手が１００メートルバタフライで優勝し、五輪代表を決めました。池江選手は「自分が

すごくつらくしんどくても、努力は必ず報われるんだと思った」とインタビューで答えていました。 

池江選手は東京オリンピック出場を目標に、昨年の３月から練習をはじめ、徐々にたくましさを取り

戻し、この日に焦点を当てて努力を積み重ねてきたのです。 

この快挙は、全国から世界に感動の輪を広げています。 

 

自分の目標を達成するのに一番大切なこと、それは「継続」することです。 

目標を持ち毎日の行動を決めたら、それを継続する。その積み重ねを私たちは大切にしていきましょ

う。すべての蓼高生にとって学校が楽しく居心地のよい場所になるように、お互いがお互いの足を引っ

張り合うのではなくお互いを高めあえるような集団になるように、蓼科高校がさらにいい学校になるよ

うに、ここにいるすべての生徒が良いことを実践してくれることを願って始業式の挨拶とします。 


